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これまでの取組（パイロット事業①）

待機時間、荷卸し時間の短縮等による拘束時間削減（平成２８年度）

１．実施者の概要

荷主企業：鹿児島くみあいチキンフーズ株式会社川内工場

鹿児島県に生産拠点を持つ食肉メーカー。九州圏内をはじめ、全国に出荷している。関西以西の遠方への出荷についてはフェリー
を利用している。

運送事業者：元請：株式会社JA物流かごしま、実運送事業者：牧迫運輸株式会社
鹿児島県に本社を置く。食肉の輸送経験は長い。

荷種：食肉

２．事業概要 鹿児島発中国地方向けの２ルートについて、下記の①～④の取組を行い、拘束時間の短縮を行った。
（※Beforeの「時間」は実績の平均値である）

ルートA ルートB

Before After 結果 Before After 結果

①待機時間
の短縮

4時間 0 ▲4時間 4時間 0 ▲4時間

②荷卸し時
間の短縮

1.3時間 1時間 ▲0.3時
間

2.3時間 1時間 ▲1.3時
間

③走行時間
の短縮

9時間 9時間 － 10.5時間 10時間 ▲0.5時
間

④休息期間
の確保

－
－

－
4時間
（分割）

（8時間） +4時間

（積込み） 2時間 2時間 － 2時間 2時間 －

拘束時間 16.3時間 12時間 ▲4.3時
間

22.8時間 13時間 ▲9.8時
間

③走行時間短縮のため、
他の車両により事前に転送
を実施

１



これまでの取組（パイロット事業②）

＜輸送の概要＞
「マルイ農協」で生産された鶏卵は、全国の生活協同組合、問屋、スーパー等へ輸送される。
対象輸送は、グループ会社「マルイ食品」の「宮之城ＧＰセンター」・「出水ＧＰセンター」

（※）
で選別包装された鶏卵を、「鶏卵関西事業部」管轄の６営業所まで輸送。

（※）Grading＆Packing＝選別包装の略。2施設で1日130トン（約220万個）の卵を選別包装。
＜輸送の特徴＞

関西６営業所（大阪・北摂・堺・加古川・奈良・京都）のうち、２～３営業所まで輸送。鶏卵の
性質上、運転者による積込み・荷下ろし作業は、パック詰めされたダンボールのバラ積み（手積み）。

へ
宮之城ＧＰセンター → 運送 → 出水ＧＰセンター → 運送 → 関西６営業所（保管） → （他社）運送 → 店舗等

パイロット事業の集団

発荷主 マルイ食品（株） （鶏卵出荷） 鶏卵の集約・保管・発送

元請運送事業者 マルイ運輸（株） （利用運送事業 ※一般貨物兼業） 運送会社に運送依頼

下請運送事業者 セイコー運輸（株）（保有車両数４３両、運転者４８名） トラックによる輸送

着荷主 マルイ食品（株）鶏卵関西事業部 鶏卵の集約・保管・発送
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積込時間帯見直しによる休息期間確保のためのコンサルティング事業

発荷主 ： 国産牛肉・豚肉の食肉処理加工会社。
元請運送事業者 ： 発荷主のグループ企業。物流関連業務を行う。
実運送事業者 ： 元請運送事業者から業務を受託し、県内や県外（関西方面）への輸送を担う。
着荷主 ： 発荷主のグループ企業。販売業務を行う。

着荷主への到着時間が固定のため、発荷主の出発時刻が後倒しになるとリードタイムが短く
なり、十分な休息期間が取得できなかった。
出発時刻遅延の要因：緊急出荷（当日製造出荷）により、荷待ちが発生

ドライバーの休息期間確保に向け、
①積込時刻の前倒し ： 発荷主にて生産スケジュール調整
②到着時刻の後ろ倒し ： 着荷主にて到着時刻を2時間後ろ倒し
を行った。

「①積込み時刻の前倒し」に向けた具体的なアプローチは以下の通り。
・宵積みへシフトすることで、当日積込みを無くし、出発時刻を前倒し
・従来の積み時刻よりも前倒しすることで出発時刻を前倒し

1月14日、23日に実証実験を実施済み。結果はとりまとめ中。
○ 休息期間8時間は確保
○ 発荷主・元請運送事業者への積込み時刻前倒しの影響を取りまとめ中。
○ 着荷主への到着時刻後ろ倒しの影響をとりまとめ中。

対象集団
の概要

課題

事業内容

結果

これまでの取組（パイロット事業③）
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加工食品物流の課題の発生個所

加工食品メーカー

Ｂ Ｃ

発生個所Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ
【メーカー・卸荷積み時、卸・物流センター荷卸し時】

・荷積み・荷卸し時に長時間の荷役作業が発生
⇒ 【荷役時間の削減】

発生個所Ｃ・Ｅ・Ｇ
【卸・物流センター・小売店舗荷卸し時】

・荷卸し場所の処理能力や車両集中に起因する
待ち時間の発生
⇒ 【荷待ち時間の削減】

卸売事業者

Ｄ

発生個所Ａ・Ｂ・Ｄ
【小売・卸発注時、メーカー・卸出荷時】

・発注から短期間での納品、特定の日に物量が集中
⇒ 【受発注条件の見直し】

発生個所Ｃ・Ｅ・Ｇ
【卸・物流センター・小売店舗荷卸し時】

・業界の慣習や目視等による長時間の検品作業
⇒ 【検品時間の削減】

物流センター 小売店舗

小売事業者

ＧＦＥ

Ａ Ａ

４



紙・パルプ物流（洋紙・板紙分野）の課題の発生個所

製紙メーカー製紙メーカー 代理店・卸商・倉庫代理店・卸商・倉庫 印刷工場等印刷工場等

※議論の便宜上、網羅的な図とはしていない

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｅ

発生個所Ｅ【印刷工場等出荷時】

・特定の日・曜日に物量が集中
⇒ 論点５【繁閑差の平準化】

直納
（大ロット）

発生個所Ａ・Ｃ
【代理店・卸商出荷時】

・発注期限が守られない一方、納品
時間指定が厳しい
⇒ 論点１

【リードタイムの確保】

Ａ

発生個所Ｂ・Ｃ・Ｄ
【代理店等・印刷工場等荷卸し時】

・車両集中による出荷・荷卸し待ち時間の発生
⇒ 論点３【荷待ち時間の削減】

発生個所Ｃ
【代理店・卸商出荷時】

・小ロットによる配送効
率の低下
⇒ 論点２
【少量多頻度納
品の効率化】

発生個所Ｄ
【印刷工場等荷卸し時】

・契約外の荷卸し作業等が発生
⇒ 論点４

【附帯作業の軽減】

５



紙・パルプ物流（段ボール分野）の課題の発生個所

製紙メーカー製紙メーカー 段ボールメーカー段ボールメーカー 需要家工場等需要家工場等

・大ロット
・大型車

・小ロット
・中小型車

発生個所Ｂ・Ｃ・Ｄ【各所出荷・荷卸し時】

・車両集中による出荷・荷卸し待ち時間の発生
⇒ 論点３【荷待ち時間の削減】

・契約外の荷卸し作業などが発生
⇒ 論点４【附帯作業の軽減】

※議論の便宜上、網羅的な図とはしていない

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

発生個所Ａ・Ｃ【各所出荷時】

・発注期限が守られない一方、納品時間指定が厳しい
・小ロットによる配送効率の低下
⇒ 論点６【リードタイムの確保及び

少量多頻度納品の効率化】

再掲：洋紙板紙と同様
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紙・パルプ物流（家庭紙分野）の課題の発生個所

家庭紙メーカー家庭紙メーカー 卸売事業者卸売事業者 小売事業者小売事業者

・大ロット
・大型車

・小ロット
・中小型車

※議論の便宜上、網羅的な図とはしていない

Ａ ＣＢ Ｄ

発生個所Ｃ【卸業者出荷時】

・少量多頻度納品
⇒ 論点3【少量多頻度納品の効率化】

発生個所Ｄ【小売事業者荷卸し時】

・駐車禁止場所での納品
⇒ 論点4【納品環境の改善】

発生個所Ａ【家庭紙メーカー出荷時】
発生個所Ｂ【卸売事業者荷卸し時】

・荷揚げ・荷卸し作業が非効率
⇒ 論点１【手積み手卸しの解消】

発生個所Ｂ【家庭紙メーカー荷卸し時】

・車両集中による荷卸し待ち時間の発生
⇒ 論点2【荷待ち時間の削減】
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建設資材物流における課題の発生箇所

鉄鋼メーカー 商社・特約店・
加工工場等

工

事

現

場

工程管理

発注

ゼネコン・
ハウスメーカー

関係事業者
（職長）
工務店

セメントメーカー

建材・住宅設備
メーカー

問屋・
メーカー倉庫等論

点
②

発注

発注発注

発注

※議論の便宜上、網羅的な図とはしていない

論
点
②

論
点
④

論
点
④

論
点
③

論
点
①

課題：発注期限が守られない場合がある
⇒【論点②】リードタイムの確保

課題：ドライバーが附帯作業を実施
⇒【論点③】附帯作業の軽減

課題：検品・仕分作業に時間がかかる
⇒【論点④】検品・仕分作業の効率化

課題：荷待ち時間の発生
⇒【論点①】工事現場の進捗状況等の情報共有
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トラック輸送状況の実態調査（Ｈ２７：鹿児島県）
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本年度の鹿児島県地方協議会について

◯荷待時間が長い３分野について、懇談会を開催。
・加工食品、建設資材、紙・パルプ（洋紙・板紙部門）、（家庭紙部門）
→（H30年度）課題の洗い出しや解決の方向性のイメージの共有化。
→（R１年度）各懇談会での議論を踏まえて具体的な解決方策を見いだしていく。

中央協議会における検討

令和元年度の「トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会」の実施事項について
（令和元年８月９日付 厚労省労働条件政策課長、同監督課長、国交省貨物課長 通達）

中央で開催している３つの「対象輸送分野」の中から検討するテーマを一つ以上選定

地方協議会における検討

地方では、対象輸送分野の輸送需要は少ない。
⇒ 鹿児島では青果物輸送の需要が多い

対象輸送分野のうち、もっとも鹿児島県の輸送の実態に近い「加工食品」を参考としなが
ら、次年度に向けて「青果物」輸送についての課題の掘り起こしを行う。

しかしながら
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